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エネルギー弁別可能な X線画像検出器では、X線をそのエ

ネルギーとともにカウント・測定可能である。X線の強度情

報に加えて、X線のエネルギー(波長)情報を取得することが

できるため、エネルギー弁別により被写体より詳細かつ正確

な情報を得ることが可能となる。本研究ではエネルギー別の

X線透過像を活用することによって「見たい部分」を高コン

トラストで取得することを目的に、画像をエネルギー帯ごと

のデータに分割し、それぞれに係数を付けて合成する手法に

ついて検討した。 

ユーザの見たい部分における透過像情報を取得する上では

目的部分のコントラストを十分に確保することが必要となる。

エネルギー弁別によって得られたエネルギー帯ごとのX線画

像を任意の割合で合成することで、全エネルギー帯の画像よ

りも高いコントラストの画像が作成されると予測した。X線

透過像をフォトンカウンティング型検出器で撮像し、10keV

から 100keVまで 10keV刻みの透過像を得た。今回はコント

ラスト、SN比をもとに各エネルギー帯の画像の合成する割

合を決定した。 

被写体としてラジコンのエンジンを使用した。今回はラジ

コンのニードルバルブ部分における視認性の向上に向け、各

エネルギー帯の画像においてニードルバルブ部分とそのほか

の部分におけるコントラストを算出した。各エネルギー帯の

画像のコントラスト値を図 1に示す。X線の線質としてエネ

ルギーが高くなるほど透過能力は高くなり、コントラストが

大きくなりやすい。しかし、X線源の光子数が少ないこと、

X線検出素子の応答関数が小さいことからショットノイズが

大きく目立ち、解像度を保ったままコントラストを得ること

ができない。合成画像作成のため、各エネルギー帯の画像の

合成比を次のように決定した。最もコントラストが大きくな

ったエネルギー帯の画像と、最もコントラストの小さい値を

示したエネルギー帯の画像をもとに他のエネルギー帯の画像

の合成する割合を決定した。図 2に合成割合を示す。全エネ

ルギー帯の画像と比較して、合成画像の視認性の向上を確認

した。合成画像の注目部分におけるラインプロファイルを図

3に示す。全エネルギー帯の画像と比較して、注目部分とそ

の他の部分におけるコントラストの向上を確認した。講演で

は詳細な画質改善、係数、材質との関係について論じる。 
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図 1. 各エネルギー帯の画像のコントラスト 

 

図 2. 合成割合 
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図 3. 赤い線におけるラインプロファイル 
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